










平 成 3 0 年 1 月 1 9 日 
於国立国会図書館東京本館大会議室 
国立国会図書館利用者サービス部 





 担当人数：古典籍資料室全体：課長補佐 1 名、係員 8 名、事務補助員 2 名 
      デジタル化担当：保管班 4 名（専従者なし）、事務補助員 1 名（専従） 
 所管資料：貴重書・準貴重書等 
江戸時代以前の和古書／清代以前の漢籍／1830 年以前の西洋古典籍 
      総計およそ 28 万冊 
 
１．古典籍資料電子化・公開の経緯 
平成 8 年度～ 情報処理振興事業協会（IPA、現・独立行政法人情報処理推進機構）
との協力事業「電子図書館実証実験プロジェクト」（館内公開のみ）。 
平成 10 年 6 月 「ディジタル貴重書展」で古典籍資料の画像提供開始。 
平成 12 年 3 月 「貴重書画像データベース」（絵図・錦絵・本草関係資料など、957 タ
イトル収録）提供開始。 
平成 22 年度 平成 21 年度補正予算により、大規模なデジタル化作業（大規模デジ
タル化作業）を実施。 
平成 23 年 4 月 「国立国会図書館デジタル化資料」提供開始。「貴重書画像データベ
ース」を「国立国会図書館のデジタル化資料」に統合し、コレクショ
ン「古典籍資料（貴重書等）」として提供。 
平成 23 年 10 月 大規模デジタル化作業で撮影した画像データを追加。 
平成 25 年度 「古典籍資料デジタル化実施計画」改訂。 
平成 26 年 1 月 「国立国会図書館デジタル化資料」を「国立国会図書館デジタルコレ
クション」に名称変更。 
平成 28 年度 「古典籍資料デジタル化実施計画 2016-2020」策定。 







 ・資料デジタル化基本計画 2016-2020 
（http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/digitization/digitization_plan2016.pdf) 
 ・資料デジタル化実施要領 
 ・古典籍資料デジタル化実施計画 2016-2020 
  （参考）国立国会図書館の資料デジタル化について 











  ・電子展示会（他の部署が所管する事業。必要に応じて援助） 
（２）撮影方法 
  原資料からのデジタルカラー撮影 
（３）作業員（撮影者） 
  原則として専門業者に委託。作業員の資格は下記のとおり 
① 貴重書・準貴重書等：有古典籍デジタル化経験、1 級文書情報管理士 ※以上 
② それ以外：有古典籍デジタル化経験、2 級文書情報管理士 ※以上 
※資格は 公益社団法人日本文書情報マネジメント協会 
（４）作業場所 
  国立国会図書館内 
（５）画像・メタデータ等の仕様 














   コマ単価は作業場所、作業者の資格条件（貴重書等）、撮影困難度、コマ数（多いほ
ど安い）などにより変わる。 
 →総合的に判断して決定 
・平成 29 年度（仕様書作成時点） 
  418 冊 2 軸 1 舗 11 帖・約 31,000 コマ（うち貴重書・準貴重書等は 31 冊） 
・平成 28 年度 
  414 冊 2 軸 3 帖・約 30,000 コマ（うち貴重書・準貴重書等は 42 冊 1 帖） 
・平成 27 年度 
  1,414 冊・約 76,000 コマ（うち貴重書・準貴重書等は 13 冊） 
・平成 26 年度 
  1,179 冊 19 軸・約 31,000 コマ（うち貴重書・準貴重書等は 26 冊 16 軸） 
（参考）平成 22 年度大規模デジタル化 
























  「国立国会図書館資料デジタル化の手引 2017 年版」に準拠 
  ・JPEG2000 形式（可逆圧縮）、24 ビットフルカラー 保存用画像、提供用画像（平
成 25 年度以降） 
   ・JPEG 形式、24 ビットフルカラー 提供用画像（大規模デジタル化）、サムネイル
画像 
・解像度 原資料に対して 400dpi 相当 ※大型資料の全体画像は 200～300dpi 
（参考）「デジタル化仕様書サンプル」（「国立国会図書館資料デジタル化の手引 2017 年版」
p.75-124） 
（参考）過去の使用フィルムサイズ（平成 20 年度まで） 








  ・準備：対象となる原資料利用停止の広報 
対象資料の別置 
      折込み・付属物の有無の最終確認、間紙の要不要等の判断 
      必要に応じて補修・皺伸し・解体（糸切りなど。極力行わない） 
・受託業者作成の作業手順書の確認 
②原資料の授受・運搬 
  ・毎日の朝夕に授受 
















・解題の登録（一部） 平成 29 年 12 月現在、解題のある資料は約 1,800 件 
    解題は外部専門家に執筆を依頼 
 
５．おわりに 
国立国会図書館デジタルコレクション  http://dl.ndl.go.jp/ 
電子展示会  http://www.ndl.go.jp/jp/gallery/index.html 
